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1 月から食券を配付しています。給食は食券と引き換えて提供していますが、管理はきちんとできています

か？食券をもらったら日付を確認し、今月の給食注文日を確認する習慣をつけましょう。食券はお金と同じで

す。「生徒手帳に入れる」「専用のファイルにしまう」など、なくさず、当日忘れないように管理しましょう。 

また、１・２年生は来年度の給食の申し込みも始まっています。来年度の給食の注文の有無が確認できるよ

うに、献立表の申込欄に〇×を記載し、大切に自宅で保管をお願いします。保護者の方に配布されている納入

通知書でも該当月の注文の有無が記載されておりますので、ご確認をお願いします。 

 

給食を注文した日を忘れないようにしよう！ 

 1 月２８日付のお手紙でもお知らせしましたが、船橋市教育委員会の方針に基づき、本校でも給食のランチ

ルームでの喫食に段階的に取り組みます。１日につき１学級ずつ使用し、横並び、一つ飛ばしの座席で一方向

を向いて喫食します。約３００名が喫食できるランチルームを１学級（３０～４０名）で使用するため、教室

よりも広い空間で密にならずに喫食することができます。給食前の手洗い、換気、黙食、使用後のテーブルの清

掃・消毒といった感染症予防対策を行って取り組みます。 

1 学級ずつのランチルーム喫食を開始します 

1 月２４日から学校給食週間が始まることにちなみ、２４日は明治

２２年に山形県鶴岡市の小学校ではじめて給食が提供されたときの献

立をアレンジし、おにぎりと鮭の塩焼きを提供しました。三山中学校

でおにぎりを給食で提供するとなると、約６００個を調理場で作るこ

とになります。この日も調理員さんの手で１つ１つおにぎりを作って

いただきました。ひと手間がかかっているためか、ごはんの量はいつ

もと変わりませんが、残さず食べられた生徒が多かったです。 

２７日は揚げパンを提供しました。コロナ禍の対応として、お弁当

パックに詰める給食が始まって以来、ご飯や麺が主食の献立が続いて

いましたが、今回は大きなパンをお弁当パックに入るようにカットし

て提供しました。久々の揚げパンということもあり、楽しみにしてい

た生徒も多かったようです。また、「揚げパンといったらきなこでし

ょ！」「ほかの味の揚げパンも食べたい！」といった感想もいただきま

した。お弁当パックの給食はもう少し続きますが、安全でおいしく、

楽しみになるような給食になるよう引き続き工夫してきます。 

1 月２６日付のお手紙でお知らせいたしましたが、２月２１日、２２日の３年生の臨時休業により、２月

１６日と２１日の献立を入れ替えます。１６日、２１日のどちらかのみ給食を注文していた場合、家庭からの

お弁当持参日が変わります。ご注意ください。裏面に２月予定献立表を掲載しましたのでご確認ください。 

おにぎりと、久しぶりのパン 残さず食べられた人が多かった日 


